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第 46 回秋季大会開催案内 日本社会保障法学会事務局長 木下秀雄（大阪市立大学） 

  
日本社会保障法学会第 46 回秋季大会が下記の通り開催されます。皆様お誘い合わせの上ご参加

いただきますようお願い申し上げます。 

・日 時：２００４年１０月２３日（土） ９：３０～１７：００ 

・会 場：日本大学法学部（〒101-8375 東京都千代田区三崎町 2‐3‐1） 

    大学までの交通、大学内の案内につきましては本会報末尾の地図をご参照ください。 

  総会・シンポジウム会場： 日本大学法学部本館 3 階大講堂 

・お問い合わせ先 Tel：０３－５２７５－８６７９  

・大会次第（予定：内容等の詳細につきましてはレジュメ集をご覧ください） 

 受付開始･････････････････････････････････････････････････････････････････9:00 
 開会･････････････････････････････････････････････････････････････････････9:30 
 個別報告 

 ●第一会場（日本大学法学部本館 3 階大講堂） 

○濱畑芳和（龍谷大学大学院）･･･････････････････････････････････････････9:30～10:30 
   「福祉サービス利用援助事業の法的課題」 
   司会：脇田 滋（龍谷大学） 

○橋爪幸代（上智大学大学院）･･････････････････････････････････････････10:35～11:35 
   「要保護児童の適切な処遇をめぐる日英制度比較 ―親権者等の同意によらずに行われる

処遇に係る行政機関と司法機関の役割―」 
   司会：堀 勝洋（上智大学） 

 ●第二会場（日本大学法学部本館 3 階 131 講堂） 

○呉 紅敏（筑波大学／日本学術振興会外国人特別研究員）･････････････････9:30～10:30 
「中国医療保障制度の課題と展望 ―日本法からの示唆―」 

 司会：品田充儀（神戸市外国語大学） 
○島崎謙治（国立社会保障・人口問題研究所）････････････････････････････10:35～11:35 

   「健康保険組合と企業との関係 ―会計基準変更・企業再編の影響等を手がかりにして―」 
   司会：河野正輝（熊本学園大学） 

休憩（昼食）･･･････････････････････････････････････････････････････････11:35～12:35 



総会･･･････････････････････････････････････････････････････････････････12:35～13:05 

○開催校挨拶･･････････････････････････････････････････････････････････13:05～13:15 

 国際交流講演会･････････････････････････････････････････････････････････13:15～14:15  

○ベルント・バロン・フォン・マイデル（マックスプランク国際社会保障法研究所前所長） 
「ドイツ法に対するヨーロッパ法および国際法の影響」 

   通訳：本沢巳代子（筑波大学） 
 
  休憩････････････････････････････････････････････････････････････････14:15～14:30 
 

共通テーマ・シンポジウム 

 「グローバル化と社会保障法」 
○パネリストコメント･･････････････････････････････････････････････････14:30～15:30 

  久塚純一（早稲田大学） 
「グローバル化する社会保障の課題…傷病に対しての給付（医療の保障）に限定して」 

江口隆裕（筑波大学） 
「年金制度の現代的課題―マイデル教授の基調報告を受けて―」 

林 弘子（福岡大学） 
「社会保障法と男女平等」 

河野正輝（熊本学園大学） 
「基調講演へのコメント――社会保障全体に関連して――」 

司会：岩村正彦（東京大学） 
  
  休憩････････････････････････････････････････････････････････････････15:30～15:45 

  
○パネル・ディスカッション････････････････････････････････････････････15:45～17:00 
 司会：本沢巳代子（筑波大学） 

大会終了 ･･････････････････････････････････････････････････････････････17:00（予定） 

 
※同封の大会出欠確認はがきに必要事項を記載の上、2004 年 10 月 9 日（土）までにご返送いただけますようお

願いいたします。大会に出席されない方も、必要事項を記入の上、ご返送ください。 
※本大会では、昼食の用意は致しません。会場周辺には昼食を取ることのできる場所がたくさんございますので、

各自昼食をお取り下さいますようお願い致します。 
※本大会では、事務局の都合等により、託児コーナーは設けませんのでご了承ください。 
※懇親会に参加される方は、大会出欠確認はがきの「２．懇親会」の「出席」に○をつけてください。懇親会券

は大会当日受付におきまして現金と引き換えにお渡しいたします。懇親会の会費は 6000 円の予定です。懇親会

会場の場所は、日本大学法学部地下食堂です。詳細は当日の案内をご確認ください。 
 

企画委員会からのお知らせ 企画委員会委員長 本沢巳代子（筑波大学） 

 
 第４６回大会の午前の部は、個別報告特集となります。４人の報告者は、すでに各地の研究会

で準備報告をされています。午後の部は、国際交流委員会の企画による第１回国際交流講演会と



して、ドイツのマックスプランク国際社会保障法研究所前所長ベルント・バロン・フォン・マイ

デル教授による講演が行われます。この基調講演に対するコメントが学会員４人からあり、これ

らを受けた形でパネル・ディスカッション「グローバル化と社会保障法」が、マイデル教授を交

えて行われます。今回の国際交流講演会およびパネル・ディスカッションは、本学会として初の

試みです。会員の皆様の積極的な参加により、大きな成果が得られるものと期待されます。 
来春の第４７回大会（２００５年５月）は、共通テーマ・シンポジウム「現代のホームレス施

策の動向と公的扶助法の課題」（仮題）で、笛木俊一担当理事を中心にホームレス問題と公的扶助

の課題を検討することを予定しています。個別報告は現在募集中ですので、奮ってご応募くださ

い。また、４８回大会（２００５年１０月）につきましては、「社会保険の法理論の再検討－意義

と可能性と限界－」（仮題）で、九州地区のメンバーが担当する方向で検討しています。 
  企画委員会では、個別報告を随時募集しております。個別報告を希望する会員は、理事または

企画委員にお申し出いただくとともに、学会員を中心に組織された各地の研究会で準備報告をし

ていただきます。地域的に組織立った研究会がない場合にも、企画委員会から最寄りの研究会を

ご紹介しますので、遠慮なくご相談ください。また、企画委員会では、今後の企画立案に役立て

るため、若手学会員（４０歳未満）の文献リストを作成し、会報の紙面を利用して公表していま

す。２００４年１月から現在までに発表された論文や著書がありましたら、現物またはコピーを

企画委員長宛にお送りください。お送りいただいた論文や著書の現物およびコピーは返却いたし

ません。 
  〒３０５－８５７１  つくば市天王台１－1－1 
  筑波大学人文社会科学研究科社会科学専攻  本沢巳代子 宛 
 

若手学会員文献リスト（２００４年９月現在のもの、著者五十音順） 

○著書 
著者 題名 出版社 発行年月 
中野妙子 疾病時所得保障制度の理念と構造 有斐閣 2004 年 1 月 
森戸英幸 企業年金の法と政策 有斐閣 2003 年 3 月 
 
○論文等 
著者 題名 出典 発行年月 
呉 紅敏 中国の社会保障制度における医療保障

（１）～（３） 
 

経済研究(大阪府立大学

経済学部)48巻 3号 101
～130 頁、48 巻 4 号 85
～114 頁、49 巻 1 号 59
～96 頁 

2003 年 6 月、

9 月、12 月 

小西啓文 施設介護労働者の労働条件と法的地位

―与薬拒否を理由とする懲戒解雇事件

を契機として― 

労働法律旬報 1569 号 21
～35 頁 

 

2004 年 2 月 

田中孝明 福祉サービスにおける営利性と行政規

制に関する一考察―契約方式下での事

業者参入問題を中心に― 

アドミニストレーション

大学院紀要（熊本県立大

学大学院）創刊号 15～32
頁 

2004 年 3 月 

根岸 忠 

 

ERISA における給付と損害賠償との調

整（外国労働判例 126 アメリカ） 

労働法律旬報 1571 号 24
～25 頁 

2004年 3 月 

 

古畑 淳 

 

ドイツ昼間保育制度における保育の必

要性 

神奈川大学大学院法学研

究論集 

2004 年 4 月 



増田幸弘 アイルランド憲法における家族保護上

告－判例を中心として－ 
社会関係研究(熊本学園

大学)9 巻 2 号 69～92 頁 
2003 年 3 月 

 

日本社会保障法学会理事会議事録要旨 日本社会保障法学会事務局  

 
２００３年度５月定例理事会：２００４年５月７日（金） 
１６：００～１８：００ 場所：金沢大学サテライトプラザ 2 階講義室 
 
協議事項 
 ①第 45 回春季大会の運営について（略） 
 ②第 46 回秋季大会の運営について（略） 
③第 47 回春季大会以降の運営について（略） 

 ④学会誌編集委員会より 
  ・加藤智章学会誌編集委員長より、学会誌 19 号が完成した旨の報告 
 ⑤国際交流委員会より 
  ・林弘子国際交流委員より、学会のパンフレット作成を検討している旨の報告 
 ⑥奨励賞について 
  ・2004 年奨励賞候補作募集についての告知、2004 年度学会奨励賞審査委員を西村会員、林

会員、浅倉会員、久塚委員、河野会員とする提案があり承認 
 ⑦日本学術会議関連事項について 
  ・河野正輝理事より、第 17 期以降の学術会議のあり方、最近の法改正について報告 
 ⑧2003 年度決算承認 
 ⑨2004 年度予算案決定 
 ⑩事務局移転について 
  ・岩村正彦事務局長より、木下秀雄理事が事務局長を引き継ぐ旨の報告 

⑪入退会者報告（略：入退会者紹介欄をご覧下さい） 
 
２００４年度７月定例理事会：２００３年７月３日（土） 
１６：００～１８：００ 場所：東京大学法学部総合研究棟５階 505 号室 
 
協議事項 
 ①第46回秋季大会の運営について（略） 
 ②第47回春季大会の運営について（略） 
 ③第48回秋季大会以降の運営について（略） 
 ④学会誌編集委員会より（略） 
 ⑤国際交流委員会より 
  ・林弘子国際交流委員より、学会の英文パンフレットと学会ロゴについての報告 
 ⑥奨励賞審査委員会より 
  ・久塚純一奨励賞審査委員より、2004年度学会奨励賞についての報告 
 ⑦日本学術会議関連事項について 

・河野正輝理事より、最近の学術会議の動きについて報告 
 ⑧第12期日本社会保障法学会理事・監事選挙について 
  ・木下秀雄事務局長より、選挙管理委員会、立会人の選出と選挙要綱について報告 
⑨入退会者報告（略：入退会者紹介欄をご覧下さい） 

 



学会誌投稿論文の募集について 企画委員会委員長 本澤巳代子（筑波大学） 

 
  学会誌投稿論文（「社会保障法」第２０号掲載予定）を募集しています。奮ってご応募ください

ますようお願い申し上げます。募集要領は、会報第１４号でお知らせしましたが、念のため、下

記に再掲載いたします。 
 

記 
 
１ 学会誌に発表する論文は未発表のものに限ります。 
２ 投稿者は本学会会員に限ります。 
３ 投稿された原稿は、論文審査委員会が内容を考慮して選定した論文審査委員に、氏名を伏して

審査を委嘱します。その結果に基づき、論文審査委員会が採否を決定します。採用された原稿の

掲載方法等については、編集委員会で決定します。 
４ 採用に当たっては、より一層に内容の充実を図るために、補筆や修正等をお願いすることがあ

ります。 
５ 原稿の分量は、原則として、１２，０００字（２００字詰め原稿用紙６０枚）以内とします。 
６ 執筆要領は、別にお渡しします。応募ご希望の方は、学会事務局まで請求して下さい。なお、

公正な審査を行うため、執筆者を特定・推定させるような表現はお避け下さい。たとえば、注の

中で投稿者自身の執筆論文・著書を引用する場合には、「拙稿」といった表現は用いずに、他の執

筆者の論文等の引用と同じスタイルで引用して下さい。 
７ 英文タイトルおよび英文要約（２００語以内）を必ずつけてください。 
８ 投稿論文は、コピーを含めて３部提出して下さい。提出された原稿は、採否にかかわらず返却

いたしません。 
９ 締切は２００４年９月３０日（必着）とします。 
10 投稿原稿は、学会事務局気付「論文審査委員会」宛に、簡易書留にてご送付下さい。 
〒５５８－８５８５ 大阪市住吉区杉本３－３－１３８ 

  大阪市立大学法学部気付 
  日本社会保障法学会事務局「論文審査委員会」宛 
 

学会誌編集委員会からのお知らせ 学会誌編集委員会委員長 加藤智章（新潟大学） 

 
 学会誌20号の原稿締切は、例年通り、12月20日です。関係する会員の皆様には締め切り厳守で

お願い致します。45回春季大会で御報告いただいた皆様には、執筆要領を配布していると思いま

す。46回秋季大会でご報告予定の皆様には、執筆要領を学会時に配布する予定です。よろしくお

願い申し上げます。 

 また、学会誌20号を記念した企画として、10号から19号までの目次総覧を掲載する予定です。 

 

事務局からのお知らせ 日本社会保障法学会事務局 

 
○次回以降の学会大会について 

第47回春季大会は、2005年5月28日（土）慶応義塾大学にて開催される予定です。 
 
 



○学会ホームページ 
日本社会保障法学会では、学会公式ホームページを運営しております。 
URLは、http://wwwsoc.nii.ac.jp/jassl/index.html です。 
ホームページにつきまして、ご意見等ございましたら学会事務局までお知らせ下さい。 
 

○学会誌バックナンバーについて 
学会誌につき、引き続き、皆様所属の図書館やご近所の図書館等で購入希望を出していただけれ

ば幸いです。ご注文につきましては、１号から１２号までは事務局に、１３号以降は法律文化社

営業部（075-702-5830）にお問い合わせください。バックナンバー１号から１２号までの在庫

数は、学会ホームページにてご確認ください。 
 

入退会者紹介  日本社会保障法学会事務局 

 
・2004 年 5 月 7 日、7 月 3 日の定例理事会で、次の方々の入会が承認されました。 
 （順不同、敬称略） 
  ○神谷和孝（東海女子大）   ○渡邉和哲（成蹊大院） 

  ○濵田大輔（金沢大院）   ○橋爪真奈美（金沢大院） 

  ○周丹（金沢大院）       ○小野栄子（金沢大院） 

  ○藤田博仁（愛知県立大）   ○津田千穂子（早稲田大院） 

  ○田中耕太郎（山口県立大）   ○鄒文星（広島大院） 
  ○尾澤恵（国立社会保障・人口問題研究所） ○葛西まゆみ（慶応大院） 
  ○青木聖久（神戸親和女子大）       

 
・2004 年 5 月 7 日、7 月 3 日の定例理事会で、次の方々の退会が報告されました。 
 （順不同、敬称略） 
川村統一、島田信義、下夷美幸、竹前栄治、松岡浩、神村俊一、中村政夫

 
 


